
環境安全部

「運転中 スマホ操作は 絶対やめて！危険は検索できません」平成２９年度最優秀交通安全標語

■深夜から明け方は凍結しやすい

凍結路面は積雪路面よりもはるかに滑りやすいため、

停止距離が長くなるだけでなく、ブレーキやハンドル操

作のわずかなミスがスリップを招く危険があります。し

かも、凍結路面は見分けにくいために発見も遅れがち

になります。

気温の下がる深夜から明け方の時間帯や、雨が降っ

た後などは凍結しやすいので、路面の状態に十分な注

意が必要です。

■トンネル内でも凍結していることがある

トンネルの中は雨も雪も降らないため、路面が凍結す

ることはないように思えますが、そうではありません。

走行車両の落とした雪がトンネル内で凍結していること

があります。積雪地域のトンネルを走行する時は、路

面の状態に注意を払いましょう。また、長いトンネルの

場合は、入口と出口の路面状態が変化していることが

あります。入口では凍結していなくても出口は凍結して

いることがありますから注意しましょう。

Ⅰ．路面の凍結と降雪以外ので視界悪化について

■こんな場所が凍結しやすい
降雪地域や寒冷地でなくても、次のような場所は路面

が凍結しやすいといわれていますから、スピードを落と

す、前車との車間距離を長くとるなど慎重な運転を心

がけましょう。

・橋の上

・トンネルの出入口

・切通し(山や丘陵などの間を切り開いて通した道）

・山間部などの日陰になっているところ

１．路面が凍結しやすい時と場所

　年末年始の１２月～１月の交通事故の発生はゼロでした。本年に入り関東地区でも複数回の降雪

があり、雪による交通事故が多発しました。当社において、雪による事故は発生しておりませんが

冬季は降雪地域や寒冷地でなくても、路面が凍結していることがあります。凍結路面は発見しにく

いため、スリップして初めて気づくということもよくあります。また、積雪をする地域では吹雪などの降

雪時以外でも視界が悪化することがあります。そこで今月は、凍結しやすい時と場所や、降雪以外

で視界が悪化する場合を紹介しますので、走行中にそのような場所や状況にさしかかった時は、十

分に用心して安全運転を心がけましょう。
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冬季の走行ではタイヤチェーンは必需品です。雪の少ない地域

でも、最近は突然大雪が降ることもあります。また、スタッドレスタ

イヤなどの冬用タイヤを装着している場合でも、上り坂などでは

チェーンが必要な時があります。チェーンの未装着はスリップ事

故などにつながるだけでなく、走行不能となって立ち往生した場

合には、それが原因で渋滞が発生し大きな混乱を招くおそれもあ

ります。チェーンが車に入っているか、傷などないか、正しく装着

できるかなどをしっかり確認しておきましょう。

■開けた場所では地吹雪が視界を遮る

道路の周囲に建造物や雑木林などのない開けた場所

で雪が積もっている時は、強風が地面に積もった雪を

吹き上げる「地吹雪」に注意が必要です。地吹雪は道

路に雪がない場合でも、道路の周囲が積雪していれば

発生しますから、雪道ではないからといって安心はでき

ません。特に防雪柵が設置されている場所は、地吹雪

地帯であり、一見風がなく穏やかなように見えても、い

きなり突風が吹いて地吹雪が舞いあがることがありま

す。激しい地吹雪に襲われると、前方がほとんど見え

なくなり危険ですから、地吹雪が発生しそうな場所で

は、あらかじめスピードを落として慎重に走行しましょ

う。

３．タイヤチェーンは冬季の必需品

■前車や対向車などが舞い上げる雪煙が視界を遮る

積雪した路面を走行する時、前車や対向車、片側２車

線道路で自車を追い抜く車などが舞い上げた雪煙で前

方が見えなくなる時があります。特に相手がトラックな

どの大型車の場合は雪煙が発生しやすくなります。先

行車とは車間距離を十分にとり、すれ違う時や追い抜

かれる時はハンドルをしっかり握り、雪煙に視界を遮ら

れても決してあわてて急ブレーキをかけたりせず、落ち

着いて視界が回復するのを待ちましょう。

■視界が悪い時には、前方をよく見ようと前かがみの姿勢になりがちです。このような姿勢では、

とっさの場合にハンドルやブレーキ操作などを適切に行うことができず、操作ミスを誘発する危険が

ありますから、運転姿勢にも注意しましょう。

２．降雪時以外で視界が悪化する時



　　 　　　　　冬道は　事前の準備で  安全確保　　

信号が「右折可能」に変わり３台から４台が右折した頃

対向車の車が速度を落とさず、直進してきてヒヤリとした

Ⅲ．今月のスローガン　（企業開発センター交通問題研究室）

どこで

何をしている時に

どうなった

Ⅱ．今月の交通ヒヤリハット

・事業場より提出されたヒヤリハットです。危険予知活動に利用してください。

いつ 夕方、自宅に帰る途中に

交差点の右折車線で待機中


